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繊維製品からの微細繊維の脱落にっいて
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目的　　日常の居住空間には、衣類やインテリア用品、寝具などの繊維製品がある。これらの繊

維製品は使用により摩擦、引っ張り、圧縮などの外力のために構築している繊維が損傷し微細繊

維となって製品から脱落していく。そのため繊維製品には劣化や審美性の低下が生じ、脱落した

微細繊維は浮遊塵となって空中を漂い落ちていくので望ましくない。本報では、家庭に於ける浮

遊落下塵の分析や、種種の布の摩擦実験をもとに、脱落しにくい繊維製品について検討していく。

実験　　実験Ａ：接着剤を塗布したシャーレを10家庭に配布し、場所別３段階、高さ別３段階に

設置してもらい、実際の居住空間で浮遊脱落してくる繊維を夏期と冬期のそれぞれ１週間採集し

た。これを光学顕微鏡下で観察し、繊維の鑑別、計測を行った。さらに画像解析装置で、回収し

たシャーレ中の繊維数や繊維長の解析を行７た。

　実験B ：種種の布をランダムダンブル型ピリンプテスターを応用して摩擦し、一定面積から脱

落する微細繊維の量を測定し、布による違い、摩擦時間による違いの解析を行った。

結果　　顕微鏡観察の結果、脱落繊維は綿、毛、化繊が観察された。特に綿の量が支配的で冬期

には７割、夏期には９割に及んだ。画像解析の結果、繊維長が長くなるにつれ繊維数は少なくな

るがことがわかった。摩擦実験の結果から、繊維の種類、糸の種類、繊維長、糸より、織り方な

どによって、布からの微細繊維の脱落に違いがあることが分かった。
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　【目的】ダンブル乾燥機の使用により、衣類は熱や撹絆作用による機械力の影響を受ける

ため、その力学的性質や風合い変化が予測される。そこで、繰り返しダンブル乾燥による

寸法・力学的性質・風合い変化を測定し、乾燥による衣類の疲労・劣化について検討した。

　【方法】試料には厚地綿布・ウォッシャブルレーヨン地・ワイシャツ地２種（綿,TC混）

を用い、仕上がり寸法が35×35cmになるよう裁断し、縁を三つ折りミシンで始末した。

試料を常温水中に10分間浸漬後. 5分間遠心脱水し、家庭用電気衣類乾燥機（㈱東芝製

ED-D40M8)の標準コースで乾燥を行った。乾燥回数1,3,5,10,20,30回目に、収縮率･繊維

脱落量・KES-FBシステムによる基本力学特性の測定を行い、基本風合い値を算出した。

また比較のため、脱水後に自然乾燥した試料についても同様の測定を行った。

　【結果】自然乾燥と比較した結果、ダンブル乾燥による変化挙動には次のような特徴がみ

られた。①形態変化　ダンブル乾燥では試料の収縮が大きく、それに伴い厚さが増した。

②基本力学特性変化　引張り特性においては、仕事量・引張り歪が増大した。曲げ・剪断

特性においては、曲げ剛さは初期値より減少し、剪断剛さは若干増加した。ヒステリシス

はいずれも初期値よりは増加しているが、自然乾燥に比較してその増加率は小さい。圧縮

特性においては、仕事量の顕著な増加とレジリエンスの低下がみられた。表面特性では、

平均摩擦係数の増大が明瞭であった。③風合い変化　KOSm, HARI, SHARlの低下と

KlSinMIの増加がみられた。また、ダンブル乾燥を繰り返しても常に初期値以上の

FLIKURAMIと一定のSHINΛΥAKΛSAが維持された。
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